
平成２６年３月３日 県 北 の 教 育 第１０８号（１）

教育広報 発行所

福島県教育庁県北教育事務所

福島市舟場町２番１号

電話０２４－５２３－１６４７

発行者 芳 賀 祐 司

巻頭言 県北版「小鮒釣りし かの川」

県北教育事務所業務次長 齋藤 吉成

「なんだ、これ？…虹だあ！」

友と釣竿片手に出かけた下浅川。釣った

魚はタナゴのオス。はじめて目にするみご

とな婚姻色でした。

「えっ、目がやっつ？」

父とドウ（竹編の筒）を仕掛けた境川。

かかったヤツメウナギには目のようなえら

穴がありました。

半世紀近く前の、ささやかですが、あざ

やかな体験です。両川とも護岸され昔日の

景観は変わりましたが、流れはいまもさら

さらです。

昨年度の「かの山」編に続く今回、域内

全小・中・特別支援学校の校歌の歌詞に取

り上げられている川を特定し、特定した川

ごとに、その川を取り上げている学校の学

区を範囲として地域区分を試みました。

本域内は全て阿武隈川水系です。本流が太

平洋に注ぐ流れを利用して年貢米の舟運が

栄えた時代がありました。その阿武隈川の

本流を校歌の歌詞として取り上げているの

は小学校２５校、中学校２１校で、阿武隈

川の両岸ほぼ５ km 以内に学区が連なります

【Ａ本域】。数十 km 離れた地点まで垂直的

に視野が開ける「山」に比べ、水平的な視野に限られる「川」を取り上げている地域の広がりは局地的

です。一方、支流を校歌の歌詞として取り上げている地域は、福島盆地内で本流と合流する流域面積が

比較的大きな支流域【ａ１支域】と主に丘陵地で本流と合流する流域面積の小さな支流域【ａ２支域】

に二分されます。【ａ１支域】では、複数の学校が同一の支流を取り上げています。摺上川、松川、荒

川、広瀬川の４支流のうち「広瀬川」の場合、川俣町の飯坂小、伊達市の小、中学校各３校で、さらに

広瀬川の支流「小国川」は福島市の大波小と伊達市の小国小で、別な支流「石田川」は伊達市の石田小

で取り上げられています。【ａ２支域】では、単独の学校が特定の支流を取り上げています。水原川（松

川小。校歌では「松川」）、駒寄川（下川崎小。水原川の支流）、女神川（大久保小）、杉田川（杉田小）、

口太川（旭小）、五百川（岩根小）、朝日出川（白岩小。白岩川の支流）等の支流が各学校で取り上げら

れています。

「ゆく河の流れは絶えずして、しかももとの水にあらず。よどみに浮かぶうたかたは、かつ消えかつ結

びて、久しくとゞまるためしなし。世中にある人と 栖 と、又かくのごとし。」（岩波文庫『方丈記』）
よのなか すみか

源平の抗争に加え、天変地異で世の中が混乱していた８００年前、鴨長明が達した諦観の境地です。

さて、出勤途上、松齢橋から阿武隈川を眺める私の心にうつりゆくよしなしごと……

「下浅川の流れも、境川の流れも、ここを通って太平洋に注いだわけか。小さな流れも大河となる。我

我の仕事もたくさんの小さな流れと合わさって、復旧・復興の大河に……。あれっ、カモの親子だ。

向こうにはハクチョウも。……うっ、寒。急がなくちゃ！」（「オマエハ、チッチャイ、チッチャイ。ニン

ゲンガ。」……カモガ、ツブヤイタ!?）
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総務社会教育課（社会教育）

十七字のふれあい事業

～ 十七字 つなげる想い つなぐ夢 ～

今年もたくさんのご応募をいただきまして、ありがとうございました。県北域内では３，５２６組、県全体
では３６，０５５組の応募がありました。県北域内の入賞作品を御紹介します。

【最優秀賞】夏休み ギョウザで習う 母の味 （ 福島二小６年 先﨑 千紘 ）
娘との 会話ではずむ 指の先 （ 母 先﨑 啓子 ）

【優 秀 賞】ながれぼし じいじのこしを なおしてね（ 岩代幼稚園 吉田 華 ）
あら不思議 今日はなんだか 痛くない （ 祖父 吉田 清 ）

【佳 作】夏休み セミよりうるさい 母の声 （ 吉井田小３年 梅津 優那 ）
頑張れ！と 励ますつもりが 怒鳴り声 （ 母 梅津 香織 ）

第２回地域家庭教育県北ブロック会議 １月２４日（金）
県北域内の学校・ＰＴＡ・子どもに関わる諸団体の関係者２０名の委員により、家庭教育の推進に関わる２

回の会議を実施してまいりました。６月の第１回会議では、子どもの生活習慣の向上を図るための今行って

いる連携した取組を「見直したり、視点を変えたり、少し工夫を加えたり」することで効果を高めていく

ことを呼びかけていくこととし、地区ＰＴＡ連絡協議会に出向いての呼びかけや各学校ＰＴＡへのチラシ

配付をしたところです。今回の第２回会議では、各学校ＰＴＡでの生活習慣向上に向けた取組状況調査の

結果を踏まえて、今年度のブロック会議の取組等について振り返りました。その中で、子どもの生活習慣

の向上を図るために学校・ＰＴＡ・地域が効果的に連携して取り組む事例が増えてきています。今後も継

続して呼びかけていくことの必要性が確認されました。

子どもの読書活動支援ボランティアのための研修会 ２月５日（水）
本宮市しらさわ夢図書館・白沢公民館和田分館で本研修会を実施しました。本研修会は、地域での子ど

もの読書活動を推進するボランティアの資質向上を図り、学校図書館等への支援を行える人材を養成する

ことを目的としています。研修には、県北域内の読書ボランティア３０名、学校関係者３名、行政関係者

６名が参加しました。研修では、しらさわ夢図書館副専門司書の柳沼

志津子氏から「ブックトーク～子どもと本の素敵な出会いを目指して

～」という題目で講話をいただきました。ブックトークの基本的な進

め方や選書の仕方などを詳しく学ぶとともに、子どもたちと本との出

会いを大切にしたいという柳沼氏の思いが伝わってきました。また、

後半では、放課後子ども教室「わだ遊友クラブ」でブックトークの実

演を参観しました。ブックトークの実践的な技能について理解を深め

ることができた有意義な研修となりました。

（「わだ遊友クラブ」でのブックトーク実演）

地域家庭教育県北ブロックセミナー １２月８日（日）
家庭における子どもをはぐくむ環境づくりや地域の教育力の向上に向けて、家庭教育のセミナーを実施

しました。県北域内よりＰＴＡ関係者など約１５０名もの御参加をいただきました。

まず始めに、千葉大学名誉教授の明石要一氏から、家庭の大切さや地域の力とそのつながりについて講

演をしていただきました。さらに、県北域内での事例とし

て①川俣町立富田小学校での食育の取組②伊達地区ＰＴＡ

連絡協議会月舘ブロックでの「ノーゲームデー運動」の取

組③福島市松川地区幼保小中連接事業での「あいさつ運動」

の取組を紹介しました。その後、研究協議を通じて子ども

のよりよい生活習慣の向上に向け、参加者全員で話し合い、

考えました。 （明石先生の講演）
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学校教育課（管理）

１ 事故防止について
今年度、福島県教育委員会では、不祥事防止に対する取組として「飲酒運転」「わいせつ行為」「体

罰」の絶無を掲げ、各学校においては、服務倫理委員会で事例研究を行いながら取組を具体化し、学

校全体で危機意識を高め、防止に努めていただいているところです。今後ともこれら不祥事の絶無を

目指し、徹底した取組の継続をお願いいたします。

なお、これから各学校は、最も忙しい時期を迎えます。こうした時期は、予期せぬ事故が発生する

ことがあります。毎年、同様のことを繰り返しお願いしているところですが、新たな気持ちで再度確

認をし、次の３点について、特に注意をしていただき、事故防止に努めてください。

（１）交通事故防止

交差点での追突、出会い頭の事故、さらには路面凍結による事故も心配

されます。十分な注意をお願いします。

（２）校舎・校地への不法侵入防止、及び火災防止

この時期、校舎・校地への不法侵入、及び火災が発生しやすい時期でもあります。通常の校舎巡

視や安全点検がマンネリ化しないよう、確実な実施をお願いします。

（３）情報管理の徹底

事務が多忙になる時期です。紙媒体、電子媒体を問わず、各種情報の紛失・流失防止に細心の注

意をお願いします。

２ 事故が発生した時の手続きについて
教職員が関係する事故が発生した場合には、管理職に報告・相談するとともに、適切な手続きが求

められます。最近、公務中の負傷にもかかわらず、安易に健康保険を使用したために、遡って手続き

が求められる事案が発生しています。こうした事案では、公務災害補償等を念頭においた対応が大切

になります。

３ 長期休暇等に関する手続きについて
教職員の産前産後休暇、病気休暇、休職等の手続きには、診断書を添える必要があります。休暇の

種類等により診断書の様式が違うこと、手続きに際しては、本庁の指定医による診断書の審査がある

ことなどを考慮し、発令希望日の２週間前までに本庁に届くよう余裕をもって各市町村教育委員会に

関係書類を提出するようお願いします。補充教員採用についても同様です。

学校教育課（指導）

「確かな学力の向上のために」(参考資料)の活用を

県北教育事務所では、未来を拓く子どもたちに「確かな

学力」を身に付けさせるため、互いに学び合う授業を大切

にしています。子どもたちが互いに学び合うことにより、

○ 習得した知識・技能を活用する力が付き、思考力・

判断力・表現力等を高めることができるようになりま

す。また、知識・技能の定着が確かなものになります。

○ 友達との関わりを深め、共に学ぶ楽しさを実感し、

思考を共有することで互いのよさに気付き、豊かな人

間関係を育むことができるようになります。

こうした子どもたちの姿を実現するためのポイントや学

習の基盤となることを参考資料として右図

のように分かりやすく表しました。

先生方の教室が「分かった！」「でき

た！」という子どもたちの笑顔、それを見

て子どもの成長を喜ぶ先生方の笑顔でいっ

ぱいになる授業づくりの資料としてご活用

いただければ幸いです。

※ この冊子は、過日開催された第２回学力向上推進

研究協議会で配付いたしました。



平成２６年３月３日 県 北 の 教 育 第１０８号（４）
※ 平成 26 年度は、これまで培ってきた「学級・学習集団づくり」を土台として、「確かな学力」「豊かな人間性・社会性」「健やかな体」のバランスを図りながら、生き抜く力を育む教育を推進します。

 

 

 

 

 

 

    『特別支援教育の充実』 
 

 

○ 全教職員の連携協力による校（園）内支援体制づくり   ○ 一人一人のニーズに応じた指導体制づくり 
□ 校（園）内委員会の充実と教職員間の具体的な支援策の共有化    □ 子どもの特性の把握に基づく指導のねらいや方針 
□ 特別支援教育コーディネーターを中心とした研修会やケース会     の明確化 
 議の実施                             □ 「個別の指導計画」や「個別の教育支援計画」の作 

                                  成・活用 
 

○ 集団の中のよりよい友達関係づくり           ○ 家庭、地域及び関係機関との連携づくり 
□ 教師が仲立ちとなり、友達とのよりよい関わりをつくるための    □ 保健福祉等関係機関との連携や特別支援学校のセ 
支援の工夫                                                        ンター的機能の活用 

□ 計画的、継続的な交流及び共同学習の組織的な推進         □ 研修会等による家庭や地域への特別支援教育の継 
続した啓発 

 

基本理念“ふくしまの和”で奏でる、こころ豊かなたくま
しい人づくり 

基本目標 ○ 知・徳・体のバランスのとれた 
社会に貢献する自立した人間の育成  

 ○ 学校、家庭、地域が一体となった 
教育の実現 

     ○ 豊かな教育環境の形成 

平成２６年度指導の重点全体構想 
 

     福島県教育庁県北教育事務所    

 

やがて独り立ちする子どもたちに 

生き抜く力の育成 

子どもに育みたいこと 

□ 「聴く」「話す」ことができる学習態度        □ 集団の一員として目標をもって取り組み、困難を乗り越える態度 

  □ 相手を尊重し、自分を律することのできる態度     □ 集団をよりよくしていこうとする意識をもった自主的・自立的な行動 
教師（担任）がこころがけたいこと 

□ 一人一人の特性を踏まえ、個を大切にする学級経営   □ 互いを尊重し合い、認め合う支持的風土の醸成 
  □ 信頼関係に基づいた称賛や叱責を通した秩序の形成   □ 自主性・自立性を育む教育活動の展開        

学校に求められること 

□ 学校全体で教師（担任）を組織的に支援する体制    □ 同僚性を発揮し、教師の指導力を向上させる雰囲気の醸成 
□ 学校、学年で共通理解し、共通実践できる体制     □ 学校全体で、子どもと関わる時間を確保できる環境整備 

 

 

   家庭や地域社会との連携 
 

○ 望ましい生活習慣、学習習慣の確立 

 □ 具体的方策についての共通理解・実践 

 □ 家庭学習の仕方等についての周知 

 

○ 家庭や地域社会の教育力を生かした教育 

活動の充実 

 □ 地域の教育力を活用した教科、道徳、 

特別活動、総合的な学習の時間等の実施 

 □ 家庭、地域との協力による学校安全体制 

の強化 

 

 

    関係機関との連携 
 

○ 関係機関の機能を理解した効果的 

な活用 

 □ 関係機関の機能等の具体的な把握 

 □ 学校課題の解決につながる関係 

機関との連携を図る管理職等の 

コーディネート 

 

○ 各校種の実態、教育内容の理解に 

基づいた指導方法の改善 

 □ 連携のための時間、場所等の確保 

 □ 情報の共有と共通実践 

 

福島県総合計画「ふくしま新生プラン」（教育分野） 
主要施策 「知・徳・体のバランスのよい育成と 

生き抜く力をはぐくむ教育を進めます」  
主な取組  
○ 豊かな心の育成    ○ 健やかな体の育成   ○ 確かな学力の育成      
○ キャリア教育   ○ 東日本大震災・原子力災害を踏まえた教育 等       

○ 生涯にわたって健康を支える体力づくり 
□ 体力向上推進計画書に基づく体力向上策の具現 
□ 新体力テスト等による実態の把握及び具現策の評価           

□ 動きの質を高める体育・保健体育の授業への改善 
・ 効率よく多様な動きを体験できる運動身体づくり 

プログラムの活用（小） 
・ 運動の習慣化につながる「体つくり運動」の工夫 
・ 実質的な運動の時間の確保 

□ 運動（遊び）の楽しさを味わい、進んで取り組む場や機会の工夫 

  ・ 運動（遊び）したくなる環境づくり 

  ・ 季節ごとの運動（遊び）の指導計画の作成・実施 

  ・ 運動（遊び）に取り組む雰囲気の醸成 
○ 健康で安全な生活の実践をめざす習慣づくり 
□ 健康に関する知識を身に付け、自ら実践する力の育成を図る指導の

推進 

□ 家庭との連携による食育の充実と基本的生活習慣の確立 

□ 身の回りの危険を予測し、回避する能力を育む指導の推進 

□ 主体的に判断し、行動する態度を育む防災教育、放射線教育の実践 

□ 家庭、地域と一丸となった交通安全指導の徹底 

○ 自他のよさに気付くための心の基盤づくり 
□  子どもに安心を与え、自己存在感や充実感を感じさせる「居場所 

づくり」をする学級経営 

□ 生き方についての考えを深めさせる心に響く道徳の授業づくり 

□  集団の一員としての自覚を深め、自己有用感を高める特別活動の 

指導の工夫 

○ 自他のよさを認め合う人間関係づくり 
□ 子どもが主体的に協同的な活動に参加し、活躍できる「絆づくり」 

の場の実現 

□ 多様な感じ方や考え方を通して学び合うことができる道徳の指

導の工夫 

□ 相手と折り合いを付け、周囲とつながることができる交流や体験 

活動の実施 

○ 一人一人のよさを伸ばす機能する指導体制づくり 
□ 子どもの変容を見取り、寄り添い支援しようとする教師一人一人 

の意識の向上 

□  校内の教育相談体制の充実と関係機関と連携した心のケアの推進 
□ 問題行動の未然防止・早期対応のための地域、家庭と連携した組 

織的な取組 

 
 

『幼稚園教育の充実』 
 

○ 生活の連続性や学びの連続性を踏まえた指導計画づくり     
□ 幼小の教育内容や指導のあり方等についての共通理解                
□ 家庭、地域社会、小学校、保育所、認定子ども園等と互いに連携・協力を見通した指導計画の作成   

 

○ 主体的な活動が確保できる保育の場づくり 
□ 幼児の心の動きを理解し、発達の見通しや活動の予想に基づいた具体的な環境の構成 
□ 個々の実態に応じた指導の内容や方法の工夫と組織的、計画的な保育の実施 

 

○ 次の支援・保育につながる評価体制づくり 
□ 幼児の発達の理解と課題に基づいた計画の見直しや環境の再構成 
□ 保育カンファレンスなどをもとにした指導の振り返りによる幼児の見取りと保育への活用 

○ 互いに学び合う充実した授業づくり 
 □ 実態を踏まえ、系統性を図った単元構想 
□ ねらいからまとめまでの整合性を図り、手立てを明確にした 
授業設計 

 □ 必然性のある学習課題の設定と見通しをもたせる工夫 
 □ 思考を促し、見取る教師の働きかけ 
 □ 「学び合い」による「思考の共有と吟味」 

 □ 振り返りとノート指導を生かしたまとめの充実 
 

○ 学びを支える学習基盤づくり 
□ 発達段階に応じた「学び方」「学習規律」「学習習慣」の確立 

□ 学びの習慣を育てる「授業」「家庭学習」「朝の学習等」の学 
習サイクルの確立 

□  読書活動の推進、奨励による習慣化 
 

○ 教師の力量を高めるための体制づくり 
 □ 子どもの姿の共有化を図り、同僚性を発揮した校内研修の活 

性化 
 □ 校内外の各種研修会等における研修成果の共通理解・共通実 

践 


